
令和元年度大阪府立門真西高等学校 第２回学校運営協議会 議事録 

 

《日時》令和元年 11月 11日(月) 10時～12時 

《場所》校長室 

《出席者》 

・委員 

真野 正道（寝屋川市教育委員 関西外国語大学） 

隈元 実（門真市教育委員会社会教育課 課長） 

中内 恵（本校同窓会代表） 

松尾 裕子（令和元年度本校 PTA会長） 

・事務局（学校関係者） 

校長 教頭 事務長 首席 生徒指導主事 新規採用教員２名 

《欠席者》 

・委員 

川原 康史（門真市立第三中学校 校長） 

杉井 信夫（門真市立速見小学校 校長） 

 

１ 開会  校長挨拶 

      委員紹介 

      事務局紹介 

会長挨拶  ・今後のデジタル教育について 

 

２ 校長より 平成３１年度学校経営計画進捗状況について（報告） 

・パッケージ研修（授業改善チーム） １０月 全体研修実施  １月 研究授業実施予定 

・授業アンケート結果 今年度第１回アンケート結果 全体平均 3.05（昨年度 3.13） 

・キャリア教育について（満足度 81.7%）・社会人として必要な就職指導 

・遅刻大幅減と欠席増（分析中）・ネットリテラシー教育（教員や生徒に対する研修） 

・ＡＥＤ研修（２年生への修学旅行前指導） 

・職員研修（１２月 特別支援教育研修の予定） 

 

３ 教頭・首席より 今年度の取り組み状況について（報告） 

・授業アンケート各質問の観点の説明と第２回への改善に向けて（興味関心や知識技能） 

・学校教育自己診断（生徒）・現２年生は行事や相談の数値減（担任や教科担当の交代） 

・心のアンケートといじめに関するアンケートでは、重大な案件はなし。 

・進学と就職の進捗状況 

・これまでの広報活動と今後の予定の紹介 



４ 授業見学 

・２年保健・３年生物・２年コミュニケーション英語Ⅱ 

 

５ 協議 

（委員）・授業はかなり落ち着いていたが、アンケートの学習環境の評価は低い。 

（事務局）エアコンが原因だが、取り換えや修理があるので、改善される見込み。 

（委員）３年生は積極的に授業に取り組んでいた。昨年に比べると授業改善されていたが、

ＩＣＴの使い方はまだ工夫ができる。書画カメラを導入してはどうか。 

（委員）パッケージ研修について、教員の反応と成果についてはどうか。 

（事務局）授業見学のルールを事前に確認していたので、研修の印象はよかった。 

（委員）ＩＣＴ授業の内容は教員が作っているのか。不慣れな教員のフォローは？ 

（事務局）ほとんど教員が各自で作っている。教科によって共有することもある。 

（委員）教科書会社提供の電子教科書も導入を検討してはどうか。未来を考えると必要。 

（委員）生徒の考えを深く聞いて、生徒が自信をつけることのできる授業が必要。 

（委員）振り返りシートに「生徒への肯定的な評価」があってもいいのではないか。 

（委員）アンケート結果の興味関心や知識技能の項目が低いことへの改善が必要。 

（委員）教員の働き方改革どうしているか？残業時間が長すぎる場合の対応については？ 

（事務局）教員の出退勤の確認をし、ノークラブデーや一斉退庁日などを設けつつ、健康面

のチェックを実施。（校長） 

（委員）卒業生との連携があることやメルマガの活用が好印象。かどにしカップの内容につ

いてはどうか？ 

（事務局）部活動を中心に毎年広報も兼ねて実施。（教頭） 

（委員）生徒指導はどのように改善されているか。 

（委員）ＳＮＳトラブルはどのような現状か。 

（事務局）遅刻数は減ってきており、改善に向かっているが、活力のある生徒が少ないこと

による欠席数の増加など、１年生のうちから将来を見据えた指導が必要。 

ＳＮＳトラブルについては、相談できる教員の数が少ないのが課題であり、これからあら

ゆる教員が生徒と関わりを深めていき、相談できる雰囲気づくりが必要。 

（委員）いじめ認知の基準についてはどうしているか？ 

（事務局）会議をしつつ、各クラスの担任を中心にアンケートで気になる生徒に聞き取りを

して判断している。 

 

６ 閉会（校長） 

・生徒が前向きに来ることのできる学校の雰囲気づくりをまずは授業から行っていきたい。 

 

次回（第 3回） ２月上旬予定 


